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2015年教育心理学I
プレ・ポスト60



2016年教育心理学I
プレ93 ポスト75



2015年学校研究
プレ・ポスト85



■授業概要
学校という組織において、教員という専門家集団によって営まれる、学習指導と生徒指導に集約さ
れる「教育」という活動を、心理学的な視点から考えてみたい。
教職課程の科目でもあり、幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程（障害のある幼児、
児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程を含む）に関する理解を深めることも、この授業のポイ
ントである。

この授業は、各自の予習を前提としたディスカッション中心のスタイルをとる。ディスカッションを通じ、
相互に学習経験や既習知識の活用･関連付けを促す。そのため、授業中はペア･グループ活動を多
用する。

■到達目標
①幼児、児童及び生徒の心身の発達に関する基礎知識をもつ。
②幼児、児童及び生徒の学習の過程に関する基礎知識をもつ。
③教育現場の諸課題に対する教育心理学的な考察ができる。
④自らの理解を他者と共有し、よりよい課題解決や状況理解に至ることができる。
上記①～③が十分にできればB以上、そして④ができればA以上が期待できる。

■履修上のアドバイス
教育学科の心理コースの方は必ず履修し、単位が取れるように頑張って下さい。上級科目履修の前
提になります。 ※毎週の授業に必要な学習時間（小テスト、レポート、課題など）:１時間 ３０分

2015年同時のシラバスから



振り返りを重視した課題設定

仲間は何を学んでいたのか
自分は何を学んでいたのか

自分たちは何を学んでいるのか

自分は何を学ぼうとしているか

自分は自分の学びにどう向き合うのか

自分は何を学んできたのか

仲間は何を学んだのか
自分はこれからどのように学び続けるのか

学び始めシート
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予習マップ

リフレクション
シート

中間振り返り
シート

授業時の
グループ活動

ポートフォリオ
相互評価
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15分程度



協同教育の考え方を活かそうとした授業

・グループ単位の活動（4人一組の固定型）→グループ名のついた封筒

・個人学習（思考）→グループ学習

・失敗の許容 「ウソでも答えよ」

・自己決定の尊重 「どこまでやるか、自分で決めよう」

・課題の意義づけ

・期待値の明示（ルーブリックの活用）

・相互評価（アセスメント）の奨励（見守り） 「発表者の成長・改善のために」

「次の発表者がもっと良くなるために」

・互いの学びを気遣う
・相手の貢献に感謝する
・一緒により良いものを目指す

協力して各々の善さを伸ばし、
有能になろうとする学習者を

励まし誘う働きかけ



参考文献（部分的に私の実践を解説・紹介しているもの）

関田・渡辺･仲道(2016)『教育評価との付き合い方--これからの教師のために』さくら社
溝上監修、安永･関田･水野編（2016）『アクティブラーニングの技法・授業デザイン』東信堂
第2章 アクティブラーニングを支えるグループ学習の工夫--協同学習の視点から見える実践の留意点

関田・山﨑・上田(2016)『授業に生かすマインドマップ： アクティブラーニングを深めるパワフルツール』
ナカニシヤ出版

松下佳代編著(2015) 『ディープ・アクティブラーニング』 勁草書房
第7章 意味ある学習を意識した授業デザイン --教師としての素養を学び磨くというストーリー

私の授業スタイルに関心のある方は、だいぶ古いですが京都大学高等教育研究開発推進センターの大学
授業データベース（No.27,28）に協同学習の指示の仕方や、振り返りの工夫などの映像資料が登録されてい
ますので、ご参照ください。 http://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/edunet/DB/index.html

協同教育に関心を持たれた方は、日本協同教育学会のHPを参照ください。
www.jasce.jp 10月27-29日、岡山大学で年次大会があります。

http://www.jasce.jp/
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